
●血液中血液中血液中血液中ののののブドウブドウブドウブドウ糖糖糖糖のののの量量量量をををを調節調節調節調節するのがするのがするのがするのがインスリンインスリンインスリンインスリン
（（（（人間人間人間人間ののののホルモンホルモンホルモンホルモンのののの中中中中でででで、、、、血糖値血糖値血糖値血糖値をををを下下下下げるげるげるげる働働働働きをもつものはきをもつものはきをもつものはきをもつものはインスリンインスリンインスリンインスリンだけだけだけだけ））））

●●●●インスリンインスリンインスリンインスリンははははブドウブドウブドウブドウ糖糖糖糖をををを

細胞細胞細胞細胞にとりこむためのにとりこむためのにとりこむためのにとりこむための

『『『『カギカギカギカギ』』』』のののの役割役割役割役割

インスリンインスリンインスリンインスリン

ブドウブドウブドウブドウ糖糖糖糖

インスリンインスリンインスリンインスリンのののの働働働働きがきがきがきが悪悪悪悪かったりかったりかったりかったり、、、、
不足不足不足不足してしてしてして血糖値血糖値血糖値血糖値がががが上上上上ががががりまりまりまりますすすす





アジア人で爆発的に増える糖尿病患者
2000 to 2030

( N Engl J Med 2007 )



（きょうの健康 2007）
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正常域正常域正常域正常域

糖尿病域糖尿病域糖尿病域糖尿病域

境界域境界域境界域境界域
糖尿病域糖尿病域糖尿病域糖尿病域

境界域境界域境界域境界域

正常域正常域正常域正常域

（糖尿病 2008）



糖尿病合併症
急性合併症急性合併症急性合併症急性合併症

糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病ケトアシドーシスケトアシドーシスケトアシドーシスケトアシドーシス

高浸透圧高血糖症候群高浸透圧高血糖症候群高浸透圧高血糖症候群高浸透圧高血糖症候群

感染症感染症感染症感染症

慢性合併症慢性合併症慢性合併症慢性合併症

糖尿病網膜症糖尿病網膜症糖尿病網膜症糖尿病網膜症

糖尿病腎症糖尿病腎症糖尿病腎症糖尿病腎症

糖尿病神経障害糖尿病神経障害糖尿病神経障害糖尿病神経障害

糖尿病足病変糖尿病足病変糖尿病足病変糖尿病足病変

歯周病歯周病歯周病歯周病

動脈硬化性疾患動脈硬化性疾患動脈硬化性疾患動脈硬化性疾患

冠動脈硬化症冠動脈硬化症冠動脈硬化症冠動脈硬化症、、、、脳血管障害脳血管障害脳血管障害脳血管障害、、、、下肢閉塞性動脈硬化症下肢閉塞性動脈硬化症下肢閉塞性動脈硬化症下肢閉塞性動脈硬化症

認知症認知症認知症認知症
（ 糖尿病治療ガイド 2008-2009 ）



糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病はははは合併症合併症合併症合併症がががが恐恐恐恐いいいい病気病気病気病気ですですですです

細小血管障害細小血管障害細小血管障害細小血管障害 大血管障害大血管障害大血管障害大血管障害

腎症腎症腎症腎症 むくみむくみむくみむくみ

しびれしびれしびれしびれ

血血血血 管管管管

網膜症網膜症網膜症網膜症 神経障害神経障害神経障害神経障害

動脈硬化動脈硬化動脈硬化動脈硬化のののの進展進展進展進展

（（（（心筋梗塞心筋梗塞心筋梗塞心筋梗塞、、、、脳卒中脳卒中脳卒中脳卒中などなどなどなど））））

●血糖値血糖値血糖値血糖値がががが高高高高いいいい状態状態状態状態がががが長長長長くくくく続続続続くことによってくことによってくことによってくことによって、、、、合併症合併症合併症合併症をををを引引引引きききき起起起起こすこすこすこす

●●●●高血糖高血糖高血糖高血糖がもたらすがもたらすがもたらすがもたらす障害障害障害障害のののの主主主主なものはなものはなものはなものは大大大大きくきくきくきく分分分分けてけてけてけて2つつつつ
●●●●合併症合併症合併症合併症がががが糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病のののの予後予後予後予後をををを悪悪悪悪くしているくしているくしているくしている



糖尿病腎症糖尿病腎症糖尿病腎症糖尿病腎症はははは透析導入原因透析導入原因透析導入原因透析導入原因のののの第一位第一位第一位第一位







●●●●主主主主なななな感染症感染症感染症感染症

おできおできおできおでき、、、、肺炎肺炎肺炎肺炎、、、、気管支炎気管支炎気管支炎気管支炎、、、、胆嚢炎胆嚢炎胆嚢炎胆嚢炎、、、、腎盂腎炎腎盂腎炎腎盂腎炎腎盂腎炎 などなどなどなど

●●●●予防策予防策予防策予防策はははは清潔清潔清潔清潔をををを保保保保つことつことつことつこと

体内体内体内体内にににに入入入入ってきたってきたってきたってきた細菌細菌細菌細菌はははは、、、、
白血球白血球白血球白血球によってによってによってによって退治退治退治退治されるされるされるされる

白血球白血球白血球白血球がうまくがうまくがうまくがうまく働働働働かずかずかずかず、、、、細菌細菌細菌細菌がががが糖分糖分糖分糖分をををを
栄養栄養栄養栄養としてとしてとしてとして増増増増えるのでえるのでえるのでえるので、、、、感染症感染症感染症感染症はははは悪化悪化悪化悪化するするするする

糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病になるとになるとになるとになると感染感染感染感染へのへのへのへの抵抗力抵抗力抵抗力抵抗力がががが低下低下低下低下しししし、、、、
感染症感染症感染症感染症にかかりやすくなりますにかかりやすくなりますにかかりやすくなりますにかかりやすくなります

正常正常正常正常にににに働働働働くくくく白血球白血球白血球白血球 うまくうまくうまくうまく働働働働かないかないかないかない白血球白血球白血球白血球



（きょうの健康2008）



久山町研究久山町研究久山町研究久山町研究におけるにおけるにおけるにおける糖尿病患者糖尿病患者糖尿病患者糖尿病患者とととと心血管疾患発生率心血管疾患発生率心血管疾患発生率心血管疾患発生率
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( Diabetes 1996 )



追跡期間（年）

****
****

****

****

****
****

****

****
****

0000 1111 2       32       32       32       3 4444 5       6        5       6        5       6        5       6        7777

正常耐糖能正常耐糖能正常耐糖能正常耐糖能 (n=2016)(n=2016)(n=2016)(n=2016)

耐糖能異常耐糖能異常耐糖能異常耐糖能異常 (n=382)(n=382)(n=382)(n=382)

糖尿病糖尿病糖尿病糖尿病 (n=253)(n=253)(n=253)(n=253)

****p<0.05 (p<0.05 (p<0.05 (p<0.05 (正常耐糖能正常耐糖能正常耐糖能正常耐糖能とのとのとのとの比較比較比較比較))))

舟形STUDYSTUDYSTUDYSTUDY

( Diabetes Care 1999 )

耐糖能異常耐糖能異常耐糖能異常耐糖能異常はははは心血管死心血管死心血管死心血管死のののの危険因子危険因子危険因子危険因子になるになるになるになる

1.001.001.001.00

0.990.990.990.99

0.980.980.980.98

0.970.970.970.97

0.960.960.960.96

0.950.950.950.95

0.940.940.940.94



糖尿病治療の基本

1. 食事療法と運動療法を励行し、血糖値をコントロ

ールする。また、肥満を解消する。

2. 必要があれば、経口血糖降下薬やインスリン療法

を行う。

3. 血圧や脂質代謝の管理を行う。

4. 治療の目標は、急性・慢性の合併症の予防、合

併症の治療とその進展抑制である。

（科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイドライン 2007）



（きょうの健康2008）



食食食食 事事事事 療療療療 法法法法

1.1.1.1. 腹八分目腹八分目腹八分目腹八分目とするとするとするとする．．．．

2.2.2.2. 食品食品食品食品のののの種類種類種類種類はできるだけはできるだけはできるだけはできるだけ多多多多くするくするくするくする．．．．

3.3.3.3. 脂肪分脂肪分脂肪分脂肪分はははは控控控控えめにえめにえめにえめに．．．．

4.4.4.4. 食物繊維食物繊維食物繊維食物繊維をををを多多多多くくくく含含含含むむむむ食品食品食品食品（（（（野菜野菜野菜野菜、、、、海藻海藻海藻海藻、、、、きのこなどきのこなどきのこなどきのこなど））））をとるをとるをとるをとる．．．．

5.5.5.5. 朝食朝食朝食朝食、、、、昼食昼食昼食昼食、、、、夕食夕食夕食夕食をををを規則正規則正規則正規則正しくしくしくしく．．．．

6.6.6.6. ゆっくりよくかんでゆっくりよくかんでゆっくりよくかんでゆっくりよくかんで食食食食べるべるべるべる．．．．

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー摂取量摂取量摂取量摂取量＝＝＝＝標準体重標準体重標準体重標準体重××××身体活動量身体活動量身体活動量身体活動量

標準体重標準体重標準体重標準体重(kg)(kg)(kg)(kg)＝＝＝＝身長身長身長身長(m)(m)(m)(m)××××身長身長身長身長(m)(m)(m)(m)××××22222222

身体活動量身体活動量身体活動量身体活動量のののの目安目安目安目安

軽労作軽労作軽労作軽労作（（（（デスクワークデスクワークデスクワークデスクワークがががが主主主主なななな人人人人、、、、主婦主婦主婦主婦などなどなどなど）））） 25252525～～～～30303030kcal/kgkcal/kgkcal/kgkcal/kg標準体重標準体重標準体重標準体重

普通普通普通普通のののの労作労作労作労作（（（（立立立立ちちちち仕事仕事仕事仕事がががが多多多多いいいい職業職業職業職業）））） 30303030～～～～33335kcal/kg5kcal/kg5kcal/kg5kcal/kg標準体重標準体重標準体重標準体重

重重重重いいいい労作労作労作労作（（（（力仕事力仕事力仕事力仕事のののの多多多多いいいい職業職業職業職業）））） 35353535～～～～ kcal/kgkcal/kgkcal/kgkcal/kg標準体重標準体重標準体重標準体重

（ 糖尿病治療ガイド 2008-2009 ）



●食品食品食品食品のののの分類分類分類分類はははは6666つのつのつのつのグループグループグループグループにににに分分分分けられるけられるけられるけられる

●●●●食品食品食品食品のののの1111単位単位単位単位（（（（80kcal80kcal80kcal80kcal））））当当当当たりのたりのたりのたりの重量重量重量重量でででで構成構成構成構成

●●●●毎食毎食毎食毎食にににに6666つのつのつのつの基礎食品基礎食品基礎食品基礎食品ををををバランスバランスバランスバランスよくよくよくよく組組組組みみみみ合合合合わせるわせるわせるわせる

食品交換表食品交換表食品交換表食品交換表をををを活用活用活用活用しましょうしましょうしましょうしましょう

（糖尿病食事療法のための食品交換表 第6版 ）

20202020単位単位単位単位 11111111 1111 4444 1.51.51.51.5 0.50.50.50.51111 1111



●●●●くだもののくだもののくだもののくだものの甘甘甘甘みはみはみはみはブドウブドウブドウブドウ糖糖糖糖とととと果糖果糖果糖果糖でででで、、、、どちらもどちらもどちらもどちらも吸収吸収吸収吸収がががが速速速速いいいい

●●●●食食食食べすぎるとべすぎるとべすぎるとべすぎると血糖値血糖値血糖値血糖値をををを急激急激急激急激にににに上上上上げるげるげるげる

くだもののくだもののくだもののくだものの食食食食べすぎもべすぎもべすぎもべすぎも血糖値血糖値血糖値血糖値をををを
上上上上げるげるげるげる原因原因原因原因となりますとなりますとなりますとなります



運動療法運動療法運動療法運動療法

1.1.1.1. 運動運動運動運動のののの急性効果急性効果急性効果急性効果としてとしてとしてとして、、、、ブドウブドウブドウブドウ糖糖糖糖、、、、脂肪酸脂肪酸脂肪酸脂肪酸のののの利用利用利用利用がががが促進促進促進促進されされされされ血糖血糖血糖血糖がががが低下低下低下低下するするするする。。。。

2.2.2.2. 運動運動運動運動のののの慢性効果慢性効果慢性効果慢性効果としてとしてとしてとして、、、、インスリンインスリンインスリンインスリン抵抗性抵抗性抵抗性抵抗性がががが改善改善改善改善するするするする。。。。

3.3.3.3. エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー摂取量摂取量摂取量摂取量とととと消費量消費量消費量消費量ののののバランスバランスバランスバランスがががが改善改善改善改善されされされされ、、、、減量効果減量効果減量効果減量効果があるがあるがあるがある。。。。

4.4.4.4. 加齢加齢加齢加齢やややや運動不足運動不足運動不足運動不足によりによりによりにより筋萎縮筋萎縮筋萎縮筋萎縮やややや、、、、骨粗鬆症骨粗鬆症骨粗鬆症骨粗鬆症のののの予防予防予防予防にににに有効有効有効有効であるであるであるである。。。。

5.5.5.5. 高血圧高血圧高血圧高血圧やややや脂質異常症脂質異常症脂質異常症脂質異常症のののの改善改善改善改善にににに有効有効有効有効であるであるであるである。。。。

6.6.6.6. 心肺機能心肺機能心肺機能心肺機能をををを良良良良くするくするくするくする。。。。

7.7.7.7. 運動能力運動能力運動能力運動能力がががが向上向上向上向上するするするする。。。。

8.8.8.8. 爽快感爽快感爽快感爽快感、、、、活動気分活動気分活動気分活動気分などになどになどになどに日常生活日常生活日常生活日常生活ののののQOLQOLQOLQOLをををを高高高高めるめるめるめる効果効果効果効果もももも期待期待期待期待できるできるできるできる。。。。

●●●● 歩行運動歩行運動歩行運動歩行運動ではではではでは1111回回回回15151515～～～～30303030分間分間分間分間、、、、1111日日日日2222回回回回。。。。1111日日日日のののの運動量運動量運動量運動量としてとしてとしてとして歩行歩行歩行歩行はははは約約約約1111万歩万歩万歩万歩、、、、

消費消費消費消費エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーとしてはほぼとしてはほぼとしてはほぼとしてはほぼ160160160160～～～～240240240240kcalkcalkcalkcal程度程度程度程度がががが適当適当適当適当とされるとされるとされるとされる。。。。

●●●● 日常生活日常生活日常生活日常生活のののの中中中中にににに組組組組みみみみ入入入入れれれれ、、、、できればできればできればできれば毎日行毎日行毎日行毎日行うことがうことがうことがうことが基本基本基本基本であるがであるがであるがであるが、、、、少少少少なくとなくとなくとなくと

もももも１１１１週間週間週間週間にににに3333日以上日以上日以上日以上のののの頻度頻度頻度頻度でででで実施実施実施実施することがすることがすることがすることが望望望望ましいましいましいましい。。。。

（ 糖尿病治療ガイド 2008-2009 ）



（きょうの健康2008）



指指指指 標標標標 優優優優 良良良良 可可可可 不不不不 可可可可

HbAHbAHbAHbA1C1C1C1C値値値値
(%)(%)(%)(%)

5.85.85.85.8未満未満未満未満 5.85.85.85.8～～～～6.56.56.56.5 8.08.08.08.0以上以上以上以上7.07.07.07.0～～～～8.08.08.08.0

不十分不十分不十分不十分 不良不良不良不良

6.56.56.56.5～～～～7.0    7.0    7.0    7.0    

空腹時血糖値空腹時血糖値空腹時血糖値空腹時血糖値
(mg/d(mg/d(mg/d(mg/dℓℓℓℓ))))

80808080～～～～110110110110 110110110110～～～～130130130130 160160160160以上以上以上以上130130130130～～～～160160160160 未満未満未満未満

80808080～～～～140140140140 140140140140～～～～180180180180 220220220220以上以上以上以上180180180180～～～～220220220220 未満未満未満未満
食後食後食後食後２２２２時間時間時間時間

血糖値血糖値血糖値血糖値(mg/d(mg/d(mg/d(mg/dℓℓℓℓ))))

未満未満未満未満 未満未満未満未満 未満未満未満未満

未満未満未満未満 未満未満未満未満

未満未満未満未満 未満未満未満未満

（糖尿病治療ガイド2008-2009）

血糖血糖血糖血糖コントロールコントロールコントロールコントロール指標指標指標指標とととと評価評価評価評価



（きょうの健康2008）



（ BMJ 2000 ) 

HbAHbAHbAHbA1111c 1c 1c 1c 1％％％％低下低下低下低下によるによるによるによる合併症抑制合併症抑制合併症抑制合併症抑制



糖尿病治療の基本

1. 食事療法と運動療法を励行し、血糖値をコントロ

ールする。また、肥満を解消する。

2. 必要があれば、経口血糖降下薬やインスリン療法

を行う。

3. 血圧や脂質代謝の管理を行う。

4. 治療の目標は、急性・慢性の合併症の予防、合

併症の治療とその進展抑制である。

（科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイドライン 2007）


